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に対して 2x = 6 である実数 x を考える

ことにする．一般的に，正の実数 y に対

して 2x = y である実数 x を考えること

にする．これは指数関数 2x の逆関数を
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　関数 f の値域の各要素 y に対して y = f(x) である f の定義域の要素 x

が唯一つあるとき，f の逆関数 f−1 がある．

　指数関数の逆関数を考える．
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正の各実数 y に対して y = ax である実数 x が唯一つある．
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　 a > 1 のとき　 0 < a < 1 のとき
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任意の実数 p について loga(a
p) = p ．

r > 0 である任意の実数 r について aloga
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例

log28 = log22
3 = 3 .

log525 = log55
2 = 2 .

3log3
7 = 7 . 終
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r = r ( a > 0 , a 6= 1 , r > 0 ) を用いる．指数法則 ap+q = apaq

より，

32+log
3
7 = 323log3

7 = 9 · 7 = 63 .

指数法則 apq = (ap)q より，

75 log7
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3
)4

= 34 = 81 . 終
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1
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1
8

)
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8
= log2

1
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= log22
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　 7.7節で次のことを述べた：xy 座標平面において関数 f の逆関数 f−1 の

グラフは f のグラフと直線 y = x に関して対称である．



　 7.7節で次のことを述べた：xy 座標平面において関数 f の逆関数 f−1 の

グラフは f のグラフと直線 y = x に関して対称である．

　定数 a は実数で a > 0 かつ a 6= 1 とする．a を底とする対数関数

logax は a を底とする指数関数 ax の逆関数なので，xy 座標平面において

y = logax のグラフは y = ax のグラフと直線 y = x に関して対称である．



x

y

0 1

1

y = x
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x
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a > 1 のときの y = logax のグラフ 0 < a < 1 のときの y = logax のグラフ



対数関数 y = logax のグラフは y 軸に限りなく近付いていくが，y 軸と交わ

らない．つまり，y 軸は y = logax のグラフの漸近線である．



対数関数 y = logax のグラフは y 軸に限りなく近付いていくが，y 軸と交わ

らない．つまり，y 軸は y = logax のグラフの漸近線である．

　グラフから分かるように，次の定理が成り立つ．

定理 定数 a は実数で a > 0 かつ a 6= 1 とする．定義域が正の実数の全体

である対数関数 logax の値域は実数全体である．また，対数関数 logax は，

a > 1 のとき単調増加であり， 0 < a < 1 のとき単調減少である．


